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ディケンズの作品におけるイジメの問題
Bullying in the Works of Dickens

松岡	光治
Mitsuharu MatsuoKa

「超国家主義の論理と心理」(1946) 
の中で丸山眞男は，価値と規範の体

系が天皇－精神的権威と政治的権力

の専有者で究極的価値たる天皇－へ

の相対的な近接の意識に基づいて成

立していた戦時下の日本では，自分

に対する主体的な責任がないために，

上から受けた抑圧を下へ譲り渡すこ

とによって精神の均衡が保たれてい

たと述べている．国と時代は異なる

が，このような「抑圧の移譲による

精神的均衡の保持」
1 
は，女王を頂点

としたピラミッド型社会の厳格な階

級制度と家父長制度に支配される一

方で，ラマルクやダーウィンの自然

淘汰による進化学説によって社会制

度としてのキリスト教の基盤が脆弱

化していたヴィクトリア朝でも，強

者による弱者への様々な形のイジメ

を通して現れている．ヴィクトリア

朝の作家の中でイジメの場面をもっ

とも数多く，もっとも興味深く描い

たのは恐らくディケンズであろう．

以下，彼の作品に焦点を絞ってイジ

メの問題を考察してみたい．

１　階級的なイジメ

クリークル校長の無知と鞭に象徴

されるセイレム・ハウスでは，校長

が病気で家に引きこもった日に，さ

ながら「千頭もの犬からイジメを受

ける牛か熊のように」(DC, 7)，メ
ル先生が生徒たちの喧騒に悩まされ

る．このイジメを彼らにけしかけた

のは，校長でさえ手出しする勇気が

ない富裕階級の息子，スティアフォ

ースである．陸軍士官学校で先輩か

ら 13分の逆さ吊りという焼きを入れ
られたバグストック少佐は，イジメ

に耐え忍ぶことを「タフ」と「ズル」

の美学に昇華した奇骨のある御仁だ

が，そんな少佐でさえ虚弱な息子を

パブリック・スクールにやる決心が

つかないドンビー氏に理解を示して

いる	 (DS, 10)．つまり，どんな種類
の学校であれ，イジメの実情につい

ては大同小異だったのである．まし

てや，全寮制の寄宿学校では必然的

に心理的距離が狭められるので，弱

者はボス（ひと昔の言葉を使えば，

番長）とその腰巾着たちへの隷従を

強いられる傾向が強い．当時のパブ

リック・スクールには下級生が上級

生の雑用をする暗黙の制度	 (fagging) 
があって，それがイジメの温床とな

っていた．パブリック・スクールを

戯画化した低級な寄宿学校，セイレ

ム・ハウスにも類似した内規がある．

7シリングを献上できるデイヴィッ
ドはスティアフォースの庇護を受け，

いつも校長に鞭で打たれているトラ

ドルズは，メル先生のために泣いた

という理由で彼のイジメを受ける．

聖職者養成を目的とした中世のグラ

マー・スクールから発展したパブリ

ック・スクールでは，18世紀後半に
なると自分の屋敷で教育を受けてい

た貴族階級の子弟が増え始め，その

結果として暴力，飲酒，喫煙，賭博

などの横行でモラルが低下するよう

になった．理由の一つとしては，そ

うした子弟たちが紳士階級でもない

教師の権威を歯牙にもかけず，我が

物顔に振舞っていたことが挙げられ

る．
2
	 下級生たちを煽動してメル先

生をいびらせたスティアフォースが，

卑怯者と非難された時に，私設救貧

院	 (alms-house) にいる先生の母親に
言及して口答えをした（挿絵参照）

背景にも，そうした階級意識を反映

した事情がありそうだ．

ディケンズは，大いなる遺産相続

の見込みによって一躍お大尽になっ

たピップの金力に対し，「弱い者イジ

メのパンブルチュック	 (bullying old 
Pumblechook)」(GE, 9) が媚へつらう
時の豹変ぶりを通して，自己保存の

ために強大なものに従う〈事大主義〉

という人間の本能を喜劇的に描いて

いる．にわか成金のピップと青猪亭

で暖炉を背にして押し合っていると

き，ドラムルは何気なく沼沢地や鍛

冶屋に言及している	 (43)．これは成
り上がりの青年紳士に対する「准男

爵の次の次の世継ぎ」(23) による意
図的なイジメである．また，父親が

醸造業で財をなした中産階級のミス・

ハヴィシャムの養女，エステラはピ

ップを「働いている下品な子」(8) と
呼んで軽蔑しているが，この階級的

なイジメに対しては，彼女が（貴族

ではないものの）階級が上のドラム

ルと結婚し，ドメスティック・ヴァ

イオレンスを受けることで仕返しが

なされる．その意味で，ピップにと

ってはドラムルもまた，実姉の虐待

に対して代理で復讐してくれたオー

リックと同じように，自分の分身な

のである．

訴訟依頼のない怠惰な法廷弁護士

レイバーンは，三角関係による嫉妬

に駆られて自分を追跡してくるヘッ

ドストンに対し，逆に彼をロンドン

中さんざん引き回して楽しんでいる	
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(OMF, 3: 10)．この真綿で首を締める
ようなイジメは，世紀末の退廃的な

紳士の先駆けとなる男にとって，セ

ルフメイド・マンの学校教師に対す

る単なる退屈しのぎにすぎないのだ

ろうか．これは，レイバーンが厳格

な父権社会の中で結婚問題を除いて

人生のほとんどをM. R. F.（我が尊敬
せし父上）に牛耳られている点を考

えると，退嬰的な紳士が世代的な
0 0 0 0

イ

ジメを階級的な
0 0 0 0

イジメへ無意識的に

すり替えた抑圧の移譲のように思え

てならない．

以上の 3つの例は個人の個人に対
する階級的なイジメである．逆説め

いた言い方をするならば，ディケン

ズが歴史小説で描いた階級の階級に

対するイジメもまた個人的レヴェル

で考える必要がある．フランスの旧

制度において，特権階級が第三身分

の平民に極貧の生活を強いた行為は，

確かに集団的な
0 0 0 0

イジメだと言える．

貴族に対する平民の階級闘争となっ

たフランス革命では，カトリックの

聖職者が特権階級に属していたため

にキリスト教も弾圧され，「目には目

を」の法理を超えた何倍（時には何

十倍）もの報復がなされた．「飢えた

連中は草を食えばよい」(TTC, 2: 22) 
と言った財務長官フーロンが，サン・

タントアーヌの民衆から口に草を詰

め込まれただけでなく，リンチに加

えて街灯を利用した絞首刑までも受

ける（挿絵参照）のは，その典型例

だと言える．フランス革命のような

〈下克上〉では，それまで潜在化して

いた恨みや悪意が解き放たれ，個人

の責任が集団の中に埋没されて消滅

してしまう．実際に『二都物語』では，

民衆のすべてが「自由，平等，博愛」

をスローガンとして掲げていたわけ

でなく，多くは迫害を受けた返報と

して貴族を処刑していたように描写

されている．この小説におけるフラ

ンス革命が，革命を体現するドファ

ルジュ夫人の長年の宿怨を晴らすた

めの個人的な
0 0 0 0

報復行為の様相を帯び

て見えるのは，そのためである．『バ

ーナビー・ラッジ』でも，娘を見つ

めた罰として親方からイジメを受け

た徒弟	(BR, 8) が，のちにタパーティ
ット隊長の副官となり，カトリック

に対するプロテスタントの集団的な

イジメと言えるゴードン騒乱で暴れ

ている．革命や暴動は，上を下への

馬鹿騒ぎの中で狼藉を働いた責任を

藁人形に転嫁して最後に火刑に処し

た昔のカーニヴァルのように，加担

者の多くにとっては個人的な意趣返

しや犯罪行為が不問に付される恰好

の憂さ晴らしの場なのである．

同じ集団的なイジメであっても

暴力を伴わない場合もある．それは

弱い立場の個人に対する集団の〈シ

カト〉という（日本の学校ではお馴

染みの）陰湿なイジメである．労働

組合に入るのを拒んだブラックプー

ルは，煽動者スラックブリッジの口

車に乗った仲間の労働者たちから

村
オストラシズム

八分というイジメを受ける．ブラ

ックプールは「これから先，追い詰

められたって，見放されたって，シ

カトされたって不服はねえ」(HT, 2: 
4) と言うが，それは彼が貧乏ゆえ
に酒びたりの妻と離婚できず，彼女

が死んでレイチェルと一緒になるま

では，組合に加入せずに
0 0 0 0 0 0 0 0

働き続けな

ければならないからであろう．特定

の非組合員が組合員たちに爪弾きさ

れるのはもちろん階級的なイジメで

はない．しかし，このような泥沼状

態	 (muddle) にブラックプールを陥
らせた張本人は，労働者たちを「計

算の数字や機械」(2: 5) のようにし
か考えない工場主バウンダビーであ

る．それゆえ，これはやはりプロレ

タリアートに対するブルジョアジー

の階級的なイジメだと言わねばなら

ない．貧者を救うために訪れた紳士

たちの寄付の依頼に目もくれないス

クルージのように，バウンダビーは

貧乏なブラックプールが離婚の相談

を持ちかけても横を向いてしまう．

バウンダビーは，個人の自由な利益

追求活動に対する干渉を排除する

自
レ ッ セ・ フ ェ ー ル

由放任主義の信奉者であるだけで

なく，その主義を悪用して労働者た

ちの貧困や苦悩に対する放置までも

正当化しているように思える．労働

者たちの貧苦に対する資本家の無視

という階級的なイジメの問題を解決

するためにディケンズが唱道したの

は，近代的な階級制度の中でとかく

忘れられがちな父
パ タ ー ナ リ ズ ム

親的温情主義，カ

ザミアンの言葉を借りれば「キリス

ト教的干渉主義	 (Christian interven-

tionism)」3 
である．ここで確実に言え

るのは，いかなる階級のイジメであ

れ，強者の側に〈想像力〉が枯渇し

ているかぎり，社会的弱者の悲惨な

状況に介入することも，その心中を

理解することもできず，問題は永久

に解決されないということだ．ディ

ケンズは抑圧の移譲がはびこる社会

で芸術や娯楽の価値を訴え続けたが，

その理由は想像力に内在する無限の

可能性にあったのである．
4

２　なぐるか，ひるむか

日本の古きよき時代における学校

での生徒のイジメは，先生の権威が

絶大だったこともあってか，その陰

湿さや執拗さは今ほどではなく，な

んとか我慢できたような気がする．

同じ高温でも多湿の東アジアよりは

乾燥したアメリカ西海岸の方が我慢

しやすいのと同じ論理であろうか．

カラッとした許容範囲のイジメであ

れば，ほほえましく思える情景がデ

ィケンズ文学の中にも幾つか見られ
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る．例えば，無商旅人は学校時代に

実家から祝いの詰め籠が送られてく

る自分の誕生日の数日前に，「目覚め

た良心をなだめる正義の行為として，

懲罰のために証人の前で瘤
こぶ

を作って

もらいたいと言ったイジメっ子のグ

ロブソン」(UT, 20) の気高い行為を
懐かしく思い出している．『クリスマ

ス・ストーリーズ』の「学校生徒の

物語」では，チーズマン爺さん
0 0 0

と呼

ばれる生徒が副教員になったせいで

裏切り者としてイジメに遭うが，そ

のために彼が遺産を相続して姿を消

した時も自殺の噂が流れる．しかし，

チーズマン先生
0 0

は遺産相続後も学校

と良好な関係を持ち続け，過去のイ

ジメを水に流して生徒たちに大盤ぶ

るまいをしてくれる．

このような生徒同士のイジメは

ともかく，教師の生徒に対するイジ

メは（特に，その教師が無知蒙昧な

独裁者の場合は），ディケンズの微

笑が憤怒の形相に変わる．スクウ

ィアーズの学校に付けられた名前	

(Dotheboys Hall) 以上に，教師の生徒
に対する暴力的なイジメを鮮明にイ

メージさせるものはない．田辺洋子

氏の訳によれば「ショーネンジゴク

学院」
5 
だが，スクウィアーズが手当

たり次第に生徒を鞭打
0 0

している	 (NN, 
8) ので，「聖トベンダ学園」という
訳でもよいだろう．一方，「制御でき

ない欲望を満たすにも似た少年に対

する鞭打ち」(DC, 7) に快楽を見出す
セイレム・ハウス－こちらは魔女狩

0

り
0

を連想させるので「聖トガリ学院」

－のクリークル校長の嗜虐的性向

は，その声が部下のタンゲイを拡声

器として使わねばならないほど小さ

いので，むしろ大声のスクウィアー

ズの場合よりも無気味で恐ろしい．

スクウィアーズにとってイジメの

道具である鞭は「力，優越，勝利」
6 

の象徴である．また，鞭はファリッ

ク・シンボルであるから，ニコラス

がスクウィアーズを打ちのめすため

に鞭を奪い取ったこと（挿絵参照）

は，後者が去勢されて臆病者になる

（正確には，臆病者に戻る）ことを意

味する．「頑丈で，太い手」のガージ

ャリー夫人がピップを「手塩にかけ

て」育てるために使う「くすぐり棒	

(Tickler)」(GE, 2) もまた，先っぽを
蝋で固めた懲罰用の鞭である．ドメ

スティック・ヴァイオレンスが男女

逆転の形で横行する村の鍛冶屋では，

ガージャリー夫人の鞭はもちろん夫

のジョーを去勢して奪い取った〈男

根〉の象徴だ．一方，リテラシーが

欠如した無知なジョーにとって，彼

が話をする時に握る暖炉の「火かき

棒」(12) は，音声に意味を与えるロ
ゴスだと言えよう．しかし，彼に反

抗の兆候が少しでも見えると，たち

まちガージャリー夫人は彼に飛びか

かり，火かき棒を奪い取って隠して

しまう．この棒が何のシンボルかは

瞭然として明らかだ．このような彼

女のイジメはクリークル校長と同じ

加虐性愛の要素に満ちている．彼女

がオーリックの暴行後に彼に対して

従順な態度を見せたことについては，

サディズムとマゾヒズムは表裏一体

をなすという意見がある．
7
	しかし，

彼女の仕草には「厳しい先生に対す

る子供の態度に浸透しているような，

卑下して相手の機嫌を取るような態

度」(16) が見られたと語り手ピップ
は述べている．そうであれば，エス

テラとドラムルの結婚生活に関する

弁護士ジャガーズの意見に従い，す

べての人間関係は「なぐるか，ひる

むか	 (either beats or cringes)」(48) と
考えるべきだろう．

弁護士について言えば，ピクウィ

ック対バーデルの結婚不履行事件を

担当したドッドソンとフォッグをは

じめ，ディケンズが描く一連の弁護

士には，活殺自在の権を握っている

依頼人たちを恫喝し，金を巻き上げ

る (PP, 20) という共通点がある．刑
事専門のジャガーズは「ウェミック

に金を返させるぞ」(GE, 20) と言っ

て依頼人たちを威嚇している（挿絵

参照）が，彼のイジメの対象は人間

だけではない．昼食にサンドイッチ

を食べる時も，それは「サンドイッ

チそのものに対するイジメ」のよう

にピップには見える．『大いなる遺産』

は「手」のイメージが支配的な小説

であるが，イジメの問題も同じイメ

ージによって提示される．持ち前の

演技力によって村の居酒屋を支配し

ていたウォプスルを「弱い者イジメ

のような反対尋問形式で」(18) 顔色
なからしめる時も，「弱い者イジメを

するような，うさん臭そうな態度で」

ピップの徒弟契約をジョーから解除

してやる時も，ジャガーズは人差し

指を相手に投げかける．殺人を犯し

た家政婦モリーの強靭な手首を押さ

えつけるジャガーズの人差し指	 (26) 
は，相手に対する支配力の象徴であ

る．そのようなジャガーズも，権力

と金力に屈服しないジョーから「お

前さんがオレを牛か熊みてえにイジ

メに来たんじゃったら，かかって来

やがれ！」(18) と威喝されて，尻込
みしてしまう．「なぐるか，ひるむか」
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というジャガーズの直截簡明な人間

観が説得力を持っているのは，この

ように彼自身が自分の行動で実証し

ているからである．

慈善学校に通ったクレイポールに

とって，救貧院育ちのオリヴァーの

髪を引っ張ったり，耳をつねったり

するイジメは，空腹のせいで立腹し

ている時の腹いせとなる無邪気な遊

びにすぎない．そうした肉体的なイ

ジメは教区吏のバンブルに鍛えられ

たオリヴァーには我慢の許容範囲だ

が，母親の悪口という精神的なイジ

メは彼の堪忍袋の緒を切ってしまう．

オリヴァーがクレイポールを床の上

に殴り倒し，「今や彼の足元に這いつ

くばった臆病な弱い者イジメ」(OT, 
6) を見下ろしている姿から言えるの
は，彼は決して蒲柳の質に生まれた

わけでなく，実は心身ともに強健な

少年だということだ．確かにオリヴ

ァーは主人公としてデイヴィッドや

ピップのような奥行きの深さに欠け

るが，それは彼がイジメ，暴力，犯

罪にあふれた小説で悪の諸相を際立

たせる〈触媒〉の役割しか与えられ

ていないからではなかろうか．「なぐ

るか，ひるむか」の人間関係は，オ

リヴァーとクレイポールの例で明ら

かなように，ディケンズの勧善懲悪

の思想に従って反転することが多い．

彼の信念によれば，弱い者イジメと

は自分の臆病さを隠蔽するために虚

勢を張って相手を脅すことなのであ

る．

３　臆病者の弱い者イジメ

ディケンズの作品における弱い者

イジメの横綱として真っ先に思い浮

かぶのはバンブルであろう．だが，

その露払いとして『ボズのスケッチ

集』には「気むずかしく，獣のようで，

怒りっぽい，目下の者に威張り散ら

し，目上の者にへいこらする小粒な

暴君の立派な見本」(SB, “Our Parish” 
1) として，一人の救貧院長が登場す
る．この露払いが「教区吏の威光と

権威に嫉妬している」点から判断す

ると，教区吏のバンブルが救貧院の

婦長だったコーニー夫人と結婚して

救貧院長になったということは，地

位の格下げを意味する．従って，結

婚後のバンブルが救貧院の連中の前

で女房に打
ちょうちゃく

擲されて面目を失い，

「堂々たる教区吏の高みから完全に尻

に敷かれた恐妻亭主のどん底へ転落

してしまった」(OT, 36) のも，当然
の報いだと言わねばなるまい．

バンブルの場合，その役職の権威

を高めているのは彼自身の威張り散

らし（すなわち脅し）で，これがデ

ィケンズの作品で数多く描かれる弱

い者イジメの最大の特徴となってい

る．しかし，ほとんどの弱い者イジ

メには，“A bully is always a coward.”	
という英語の諺が当てはまる．こ

れはエッジワースの『オーモンド』

(1817) の第 24章でマクルール夫人に
ついて最初に言及された諺だが，デ

ィケンズがバンブルについて「彼は

弱い者イジメが大好きで，ちょっと

した残虐行為をして途方もなく楽し

んでいたので，（言うまでもなく）臆

病者だった」(OT, 36) と書いたこと
で，人口に膾炙するようになったの

ではあるまいか．

ディケンズの作品における多くの

イジメの実例から帰納して言えば，

弱い者イジメをする目的は個人的な

利益（特に金もうけ）であり，その

際に一番必要となるのは威張り散ら

すための大声
0 0

である．ニューヨーク

港に上陸したマーティンが，ダイヴ

ァー大佐に紹介されたポーキンズ少

佐の下宿屋で確信したことは，金も

うけ第一主義のアメリカ人にとって，

「もっとも大きな声で怒鳴り立て，も

っとも礼儀を顧慮しない人物が最高

の愛国者」であり，「直接的な個人攻

撃で怒鳴りつけ，威張り散らし，相

手を脅すのが愛国的行為だ」(MC, 16) 
という点であった．しかし，アメリ

カ人の多くがイギリス人と同じ－恫

喝するように大きな声で自分の意見

を一方的にしゃべり，相手に話をさ

せない－アングロ・サクソン人の末

裔であることを考えれば，マーティ

ン青年のアメリカ人に対する蔑視的

な印象（ということはディケンズの

印象）は，目糞が鼻糞を笑う類と言

わざるを得ない．

ディケンズは「昔の無知と貧困を

いつも吹聴している」バウンダビー

を「卑下自慢の威張り屋	(the Bully of 

humility)」(HT, 1: 4) として嘲罵して
いる．同じように卑下を自己防衛の

戦略として使うヒープの小声とは違

い，バウンダビーの過去の虚構を支

えているのは，その「真鍮製のメガ

ホンのような大声」である．実際に，

奥様の浮気で青菜に塩のバウンダビ

ーは，同情的なスパーシット夫人に

元気を出してと言われ，雷のごとき

蛮声で「従業員の雑魚どもを怒鳴り」

(2: 11) つけ，元気なところを見せ付
けている．バウンダビーが現在の地

位を輝かせるために自分の卑しさを

大声で吹聴するのに対し，ヒープは

将来の地位を確実にすべく自分の卑

しさを小声で相手に告げる．共通す

るのは，どちらの場合も「卑下も自

慢のうち」という点だ．「慇懃で謙虚

だが，とても狡猾で，こそこそした」

(BR, 35) 態度のガッシュフォードが
ゴードン卿の信頼を得ながら彼を食

い物にしたように，ヒープもまた同

じ卑下の戦略でウィックフィールド

を丸め込む．ウィックフィールドと

その娘に対するヒープのイジメの特

質は，声高なバウンダビーには見ら

れない陰湿さ
0 0 0

にある．ヒープは最後

にミコーバーによって犯罪を暴かれ，

悔し紛れに「この弱い者イジメが！」

(DC, 52) と罵倒するが，彼の陰湿な
イジメが朗々とした声の主によって

ピリオドを打たれた（挿絵参照）と

ころに，ディケンズの鮮やかな手並

みを感じずにはおれない．

ボールドウィッグ大尉は，狩猟パ



Fellowship’s Miscellany11� Fellowship’s Miscellany  11� 

ーティーで冷たいパンチを飲みすぎ

たピクウィック氏が自分の地所で眠

り込んでいるのを見て，「あんな奴に

威張らせてたまるか！」(PP, 19) と
叫び，彼を手押し車で獣の囲い場に

運ばせて恥をかかせている．彼のよ

うに威張り散らす人間は自分が同じ

ことをされるのを極端に嫌うようだ．

ブランウンロー氏の反論を威嚇と思

い，「治安判事を脅すとは何て生意気

な！」(OT, 11) と怒ったファング判事
殿の場合も同断である．無商旅人は

街にあふれる無法者について「弱い

者イジメの背後に臆病者が潜んでい

る」(UT, 30) と述べ，悪漢を野放し
にしている治安判事を批判している．

無商旅人の視点から見れば，街の無

法者と大差ないアル中のファング判

事殿も酒で臆病神
0 0 0

を追い払っている

としか思えない．なぜ，彼らは他人

に威張り散らされることに対して，

かくも敏感なのか．おそらく，食う

か食われるかの弱肉強食・適者生存・

自然淘汰の動物社会のように，人間

社会もまた優勝劣敗の原理によって

弱者が強者の餌食となる社会だとい

うことを本能的に悟っているのだろ

う．これはもちろん社会ダーウィニ

ズム的な世界観に対するディケンズ

の諷刺である．しかし，人間は動物

であると同時に社会的な存在である

から，人間社会も弱肉強食型から共

生型へ転換すべきだというヒューマ

ニズムの精神は，勝組と負組とを分

ける考えが依然として優勢な現代社

会を見るに，ヴィクトリア朝当時か

らほとんど進化していない－どころ

か，むしろ退化している感がある．

セルフメイド・マンを諧謔化した

名前を持つ「頑張り屋」ならぬ「威

張り屋」のストライヴァーは，いつ

も「怒鳴って高飛車に出る」(TTC, 
2: 5) 男である．彼が法廷弁護士とし
て前列

0 0

に出て成功しているのは，同

僚として実質的な仕事を引き受けて

後列
0 0

で彼を支えるカートンの存在が

あるからだ．カートン	 (Carton) には
「標的の白星」という意味がある．そ

れは標的の中心点である黒星	 (bull’s 
eye) を囲む白星であり，ストライヴ
ァーを守ってやる彼の立場を適切に

示すネーミングだと言える．ストラ

イヴァーは，民衆のために財産も地

位も捨ててしまったのに革命の先頭

に立とうとしないダーネイの臆病さ

について，指をパチンと鳴らしなが

ら非難している．しかし，彼のよう

な張子の虎は（カートンが「山犬」

であれば，むしろ眠った
0 0 0

「獅子」と

呼ぶべきか），自分自身の臆病さを意

識に受け入れることができないので，

それを意識下に抑圧し，他者である

ダーネイに投影して非難するしかな

いのだ．虎の威を借りたキツネのよ

うな臆病者による弱い者イジメには，

不快や苦痛を伴う認識を投影の形で

処理しようとする，いわゆる〈自我

の防衛機制〉が働いているのである．

ブリンバー博士の寄宿学校におけ

る早期詰め込み教育と同じイジメを

自宅で
0 0 0

受けているグラッドグライン

ド家の子供たちが，“that famous cow 
with the crumpled horn who tossed the 
dog who worried the cat who killed the 
rat who ate the malt” (HT, 1: 3) という
イジメの報いを歌った童謡，「ジャッ

クの建てた家」を知らないのは皮肉

である．「牛が角で犬を投げ上げる」

と言えば，囲いの中で雄牛に猛犬を

けしかけて噛みつかせる残酷な見世

物としての牛イジメ（挿絵参照）が

思い浮かぶ．牛イジメ	(bullbaiting) は
中世時代に貴賎上下の別なく流行し，

ヘンリー八世の頃に始まった熊イジ

メ	 (bearbaiting) とともに，残虐さゆ
えにピューリタンたちの反対を何度

か受けたが，結局は 1835年の「動物
虐待法案	 (Cruelty to Animals Act)」ま
で人気を博していた．ちなみに，サ

イクスが虐待している犬の名前，ブ

ルザイ	 (Bull’s-eye) は上で述べたよう
に黒色の「標的の中心点」という意

味であるが，もともとは牛イジメで

客が「雄牛の目」にお金－通例は，

この動物の目とほぼ同じ大きさの 1
クラウン銀貨－を賭けたことに由来

している．
8

牛イジメや熊イジメに使われる猛

犬よりも恐ろしいのがクウィルプで

ある．彼は猛犬そのものへのイジメ

を楽しんでいる（挿絵参照）．この小

さな男は短い鎖につながれた大きな

猛犬に対し，「俺様に噛みつかねえの

か？ずたずたに引き裂かねえのか？

この臆病者め！（中略）貴様は怖が

ってるんだ，この威張り屋め！怖い

んだ，それが分かってるんだ，貴様

は！」(OCS, 21) と笑いながら
0 0 0 0 0

叫んで

いる．笑っている時のクウィルプは

「あえいでいる犬」(3) にたとえられ
ているが，ここでは彼の臆病な性格

についての暗示を読み取る必要があ

る．
9
	どんなに短くても，鎖のおかげ

でクウィルプと猛犬との間には距離
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という安全網が設けられる．しかし，

この鎖が切れた瞬間に，猛犬を臆病

者と呼んだクウィルプ自身が臆病者

に反転することは，どんな読者でも

容易に想像できるはずである．

娯楽としての牛イジメや熊イジメ

は，観客が自分の臆病さを意識せず

に済むように，自己と猛犬を同一視

して楽しむ集団的な
0 0 0 0

イジメである．

ここで問題となるのは，集団的なイ

ジメの対象が猛獣ではなく，人間（特

に，いたいけな子供）の場合だ．集

団でオリヴァーを追跡する際の「泥

棒！ (Stop thief!)」という叫びには魔
法にも似た力がある．この声を聞い

た街中の商売人は商売道具を，子供

はオモチャを放り出し，「みんな疾走

しながら喚き，絶叫し，角を曲がる

時には通行人を突き倒し，犬を吠え

立たせ，鶏を驚かせ，その音を街路

に，広場に，路地に響き渡らせる」（挿

絵参照）．ディケンズは「人間の心の

奥底には何かを追いかけたいという

激しい感情が根づいている」(OT, 10) 
と言い，狩猟民族の流れを汲むアン

グロ・サクソン人の特質を道破して

いる．群集によるオリヴァーの追跡

と「泥棒！」という叫びは，害獣退

治や野外スポーツという美名で正当

化されるキツネ狩りと「出たぞー！

(View-halloo!)」という叫びを読者に
想起させるはずだ．ここでは，キツ

ネ狩りという紳士階級の集団による

弱い者イジメが，その舞台を労働者

階級へ移すことで，同じような本能

的衝動に後押しされ，「泥棒！」とい

う追跡の快楽を伴うサディスティッ

クな娯楽へと変換されているのであ

る．

４　恐喝と脅迫

イジメが相手の公表できない秘密

や弱みを握って脅迫するところまで

進むと，それは法的に処罰される恐

喝	 (blackmail) となる．ゴミの山をつ
ついて老ハーモンの遺書を見つけた

ウェッグはボフィンを恐喝するが，

「弱い者イジメをする弁護士」(OMF, 
4: 3) のような彼の恐喝は臆病さに支
えられた虚勢にすぎない．実際，ウ

ェッグはヴィーナスの寝返りによっ

て形勢が不利になると，途端に「脅

すような態度に尻込みするような態

度が見え始める」(4: 14)．従って，雇
ってもらった恩を忘れ，主人の目を

かすめて悪事を働いたドブネズミ
0 0 0 0 0

が，

法律に照らして投獄される代わりに，

汚い「ゴミ集めの馬車	 (scanvenger’s 
cart)」に投げ込まれたことは，この
臆病な弱い者イジメにふさわしい処

罰だと言えよう．

厳格な父から堅苦しい教育を受け

たクレナム夫人は自己の抑圧を美徳

として強調しているが，実際には父

の抑圧を移譲してアーサーにカルヴ

ィニズムの情け容赦ない教育を授け

たように，その美徳は偽善的な彼女

が自己正当化のために行なった悪徳

の言い換えに他ならない．10	フラン

スの悪党リゴーはクレナム夫人の偽

善と悪徳を見抜いており，彼女の遺

言補足書に関する秘密を握って彼女

を恐喝する．似非紳士のリゴーは，

女性に慇懃なふりをしながら，実は

恐喝というイジメを通して女性への

支配力の行使を楽しむ男である．そ

んなリゴーをアーサーは「弱い者イ

ジメの臆病者」 (LD, 2:28) と呼び捨て
ているが，臆病な父から引っ込み思

案な性格を受け継いだ彼が，今まさ

に窮地に陥っている義理の母を恐喝

から救うことができない，その腑甲

斐なさの方がむしろ問題であるよう

に思える．リゴーの恐喝はクレナム

夫人の家の崩壊によって中途半端な

ままで終止符を打たれるが，これは

むしろアーサーの（特に女性に関す

る問題で顕著になる）消極的な姿勢

を目立たせるだけである．

デドロック家の顧問弁護士タルキ

ングホーンの住所が，ディケンズの

盟友で法廷弁護士の資格もあったフ

ォースターと同じリンカーンズ・イ

ン・フィールズ（58番地）であった
ことは，つとに知られている．ディ

ケンズがフォースターの様々な助言

に感謝していたことは事実だが，余

計な助言にむかついたことは何度も

あったはずだ．フォースターはディ

ケンズの妻とも仲がよかった．その

親密さが原因で二人の間には相当な

口論があったし，マクリーディなど

は二人の友情が壊れるのではないか

と恐れたほどである．
11
	 自己満足と

尊大さを代名詞とするポドスナップ

は，彼と同じ名前を持つフォースタ

ーがモデルだと言われているが，山

崎勉氏が指摘したように，
12
	 タルキ

ングホーンもまたディケンズのフォ

ースターに対するイジメのために創

造された人物として捉えることがで

きる．タルキングホーンは『荒涼

館』の校正段階でトーキングホーン	

(Talkinghorn) に間違えられたが，こ
の弁護士にディケンズは「口うるさ

い拡声器」のような（または，それ

に類した否定的な）イメージを持た

せ，心の中でフォースターに意趣返

しをしていたに相違ない．しかしな

がら，タルキングホーンは「職業上

の相談を受けた時以外は決して話を

しない」(BH, 2) 沈黙の
0 0 0

弁護士であ

る．彼がレディー・デドロックの秘

密を突き止めてから開始する謎めい

た脅迫は，多弁で能なしのウェッグ

や饒舌を弄するリゴーと違って寡黙

を特徴としているので，そこには底

知れない薄気味悪さがある．タルキ

ングホーンの脅迫理由については甲

論乙駁しているが，デドロック家の
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家名を汚さないという動機は別にし

て，第一にリゴーやジャガーズへと

つながる支配欲，第二にジャスパー

へとつながる追跡の快楽が，有力な

動機として考えられる．ただし，タ

ルキングホーンは勘定高さが原因で

オルタンスに殺害され，その恐喝も

リゴーの場合のように未遂で終わっ

てしまう．タルキングホーンが早々

に自業自得の罰を受けたために，脅

迫の真の動機は特定できなくなって

しまった．だが，この特定不可能性は，

読者の説得力ある多様な創造的解釈

を誘発するかぎり，むしろ歓迎すべ

きことなのかも知れない．

目による催
メスメリズム

眠術と囁き声とでロー

ザを呪縛したジャスパーは，邪悪な

脅迫の表情を浮かべて狂気じみた愛

を告白する際に，「私はあなたを死ぬ

まで追跡する」(MED, 19) と最後に言
っている（挿絵参照）．この脅迫を伴

うセクハラ発言は，恐怖におびえる

少女ネルに執念深く付きまとうクウ

ィルプのように，追跡によって加虐

的な興奮を高めたいというジャスパ

ーの邪悪な欲望の発露に他ならない．

しかし，この欲望は現実世界のこと

であり，幻想の世界では逆の傾向を

呈示する．ローザの愛を求めていな
0 0

い
0

ジャスパーにとって，愛とは被虐

的な依存の合理化にすぎない．彼は

彼女の面影を腕に抱いて幻想の世界

に突入し，絞殺強盗団が死と破壊の

女神	 (Kali) を崇拝するように，ロー
ザなる神に隷属することで激しい興

奮を伴う被虐性の快楽を享受してい

るのだ．エドウィンと一緒に散歩す

るローザをジャスパーがストーカー

よろしく密かに追跡した	 (13) あと，
即座にロンドンへ阿片吸飲に行った

理由は，まさにそこにあるのだ．

＊　＊　＊　＊　＊

適者生存と自然淘汰こそ進歩であ

り，弱肉強食こそ自然の摂理である

という考えは，ヴィクトリア朝の繁

栄を支えた中産階級の指導原理であ

った．ラマルクやダーウィンの進化

論によってキリスト教が弱体化して

いた社会の中で，ディケンズは権力

と金力に執着する強者による弱い者

イジメを様々な作品で執拗に描いて

いる．その主たる目的が何であるか

を解く鍵は，秘書ロークスミスを解

雇する際に，ボフィンが彼の身分の

低さと貧しさを理由にイジメのふり

をする場面	 (OMF, 3: 15) にある．そ
れは，ボフィンが弱い者イジメを演

じることでベラの同情心を呼び起こ

し，金よりは愛に価値を置くべきこ

とを彼女に悟らせる場面（挿絵参照）

である．ディケンズは社会に蔓延す

る弱い者イジメを活写することによ

って，強者の非人間的な悪行を指弾

すると同時に，読者の涙（特に満都

の子女の紅涙）を絞ることで，ベラ

と同じような反応を求めていたはず

である．どのディケンズの作品にお

いても，弱い者イジメをした強者は

最後に多かれ少なかれ因果応報の罰

を受ける．勧善懲悪のエンディング

に拘泥するディケンズは批判される

ことも多いが，そのような批判は差

し控えるべきではなかろうか．強者

が環境の激変によって常に滅びてき

たこと，そして抑圧に慣れている弱

者が激変した環境の中でもたくまし

く生き抜いてきたことは，過去の歴

史が証明しているからである．	
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ディケンズの作品におけるイジメの問題
Bullying in the Works of Dickens

松岡	光治
Mitsuharu MatsuoKa

「超国家主義の論理と心理」(1946) 
の中で丸山眞男は，価値と規範の体

系が天皇－精神的権威と政治的権力

の専有者で究極的価値たる天皇－へ

の相対的な近接の意識に基づいて成

立していた戦時下の日本では，自分

に対する主体的な責任がないために，

上から受けた抑圧を下へ譲り渡すこ

とによって精神の均衡が保たれてい

たと述べている．国と時代は異なる

が，このような「抑圧の移譲による

精神的均衡の保持」
1 
は，女王を頂点

としたピラミッド型社会の厳格な階

級制度と家父長制度に支配される一

方で，ラマルクやダーウィンの自然

淘汰による進化学説によって社会制

度としてのキリスト教の基盤が脆弱

化していたヴィクトリア朝でも，強

者による弱者への様々な形のイジメ

を通して現れている．ヴィクトリア

朝の作家の中でイジメの場面をもっ

とも数多く，もっとも興味深く描い

たのは恐らくディケンズであろう．

以下，彼の作品に焦点を絞ってイジ

メの問題を考察してみたい．

１　階級的なイジメ

クリークル校長の無知と鞭に象徴

されるセイレム・ハウスでは，校長

が病気で家に引きこもった日に，さ

ながら「千頭もの犬からイジメを受

ける牛か熊のように」(DC, 7)，メ
ル先生が生徒たちの喧騒に悩まされ

る．このイジメを彼らにけしかけた

のは，校長でさえ手出しする勇気が

ない富裕階級の息子，スティアフォ

ースである．陸軍士官学校で先輩か

ら 13分の逆さ吊りという焼きを入れ
られたバグストック少佐は，イジメ

に耐え忍ぶことを「タフ」と「ズル」

の美学に昇華した奇骨のある御仁だ

が，そんな少佐でさえ虚弱な息子を

パブリック・スクールにやる決心が

つかないドンビー氏に理解を示して

いる	 (DS, 10)．つまり，どんな種類
の学校であれ，イジメの実情につい

ては大同小異だったのである．まし

てや，全寮制の寄宿学校では必然的

に心理的距離が狭められるので，弱

者はボス（ひと昔の言葉を使えば，

番長）とその腰巾着たちへの隷従を

強いられる傾向が強い．当時のパブ

リック・スクールには下級生が上級

生の雑用をする暗黙の制度	 (fagging) 
があって，それがイジメの温床とな

っていた．パブリック・スクールを

戯画化した低級な寄宿学校，セイレ

ム・ハウスにも類似した内規がある．

7シリングを献上できるデイヴィッ
ドはスティアフォースの庇護を受け，

いつも校長に鞭で打たれているトラ

ドルズは，メル先生のために泣いた

という理由で彼のイジメを受ける．

聖職者養成を目的とした中世のグラ

マー・スクールから発展したパブリ

ック・スクールでは，18世紀後半に
なると自分の屋敷で教育を受けてい

た貴族階級の子弟が増え始め，その

結果として暴力，飲酒，喫煙，賭博

などの横行でモラルが低下するよう

になった．理由の一つとしては，そ

うした子弟たちが紳士階級でもない

教師の権威を歯牙にもかけず，我が

物顔に振舞っていたことが挙げられ

る．
2
	 下級生たちを煽動してメル先

生をいびらせたスティアフォースが，

卑怯者と非難された時に，私設救貧

院	 (alms-house) にいる先生の母親に
言及して口答えをした（挿絵参照）

背景にも，そうした階級意識を反映

した事情がありそうだ．

ディケンズは，大いなる遺産相続

の見込みによって一躍お大尽になっ

たピップの金力に対し，「弱い者イジ

メのパンブルチュック	 (bullying old 
Pumblechook)」(GE, 9) が媚へつらう
時の豹変ぶりを通して，自己保存の

ために強大なものに従う〈事大主義〉

という人間の本能を喜劇的に描いて

いる．にわか成金のピップと青猪亭

で暖炉を背にして押し合っていると

き，ドラムルは何気なく沼沢地や鍛

冶屋に言及している	 (43)．これは成
り上がりの青年紳士に対する「准男

爵の次の次の世継ぎ」(23) による意
図的なイジメである．また，父親が

醸造業で財をなした中産階級のミス・

ハヴィシャムの養女，エステラはピ

ップを「働いている下品な子」(8) と
呼んで軽蔑しているが，この階級的

なイジメに対しては，彼女が（貴族

ではないものの）階級が上のドラム

ルと結婚し，ドメスティック・ヴァ

イオレンスを受けることで仕返しが

なされる．その意味で，ピップにと

ってはドラムルもまた，実姉の虐待

に対して代理で復讐してくれたオー

リックと同じように，自分の分身な

のである．

訴訟依頼のない怠惰な法廷弁護士

レイバーンは，三角関係による嫉妬

に駆られて自分を追跡してくるヘッ

ドストンに対し，逆に彼をロンドン

中さんざん引き回して楽しんでいる	
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(OMF, 3: 10)．この真綿で首を締める
ようなイジメは，世紀末の退廃的な

紳士の先駆けとなる男にとって，セ

ルフメイド・マンの学校教師に対す

る単なる退屈しのぎにすぎないのだ

ろうか．これは，レイバーンが厳格

な父権社会の中で結婚問題を除いて

人生のほとんどをM. R. F.（我が尊敬
せし父上）に牛耳られている点を考

えると，退嬰的な紳士が世代的な
0 0 0 0

イ

ジメを階級的な
0 0 0 0

イジメへ無意識的に

すり替えた抑圧の移譲のように思え

てならない．

以上の 3つの例は個人の個人に対
する階級的なイジメである．逆説め

いた言い方をするならば，ディケン

ズが歴史小説で描いた階級の階級に

対するイジメもまた個人的レヴェル

で考える必要がある．フランスの旧

制度において，特権階級が第三身分

の平民に極貧の生活を強いた行為は，

確かに集団的な
0 0 0 0

イジメだと言える．

貴族に対する平民の階級闘争となっ

たフランス革命では，カトリックの

聖職者が特権階級に属していたため

にキリスト教も弾圧され，「目には目

を」の法理を超えた何倍（時には何

十倍）もの報復がなされた．「飢えた

連中は草を食えばよい」(TTC, 2: 22) 
と言った財務長官フーロンが，サン・

タントアーヌの民衆から口に草を詰

め込まれただけでなく，リンチに加

えて街灯を利用した絞首刑までも受

ける（挿絵参照）のは，その典型例

だと言える．フランス革命のような

〈下克上〉では，それまで潜在化して

いた恨みや悪意が解き放たれ，個人

の責任が集団の中に埋没されて消滅

してしまう．実際に『二都物語』では，

民衆のすべてが「自由，平等，博愛」

をスローガンとして掲げていたわけ

でなく，多くは迫害を受けた返報と

して貴族を処刑していたように描写

されている．この小説におけるフラ

ンス革命が，革命を体現するドファ

ルジュ夫人の長年の宿怨を晴らすた

めの個人的な
0 0 0 0

報復行為の様相を帯び

て見えるのは，そのためである．『バ

ーナビー・ラッジ』でも，娘を見つ

めた罰として親方からイジメを受け

た徒弟	(BR, 8) が，のちにタパーティ
ット隊長の副官となり，カトリック

に対するプロテスタントの集団的な

イジメと言えるゴードン騒乱で暴れ

ている．革命や暴動は，上を下への

馬鹿騒ぎの中で狼藉を働いた責任を

藁人形に転嫁して最後に火刑に処し

た昔のカーニヴァルのように，加担

者の多くにとっては個人的な意趣返

しや犯罪行為が不問に付される恰好

の憂さ晴らしの場なのである．

同じ集団的なイジメであっても

暴力を伴わない場合もある．それは

弱い立場の個人に対する集団の〈シ

カト〉という（日本の学校ではお馴

染みの）陰湿なイジメである．労働

組合に入るのを拒んだブラックプー

ルは，煽動者スラックブリッジの口

車に乗った仲間の労働者たちから

村
オストラシズム

八分というイジメを受ける．ブラ

ックプールは「これから先，追い詰

められたって，見放されたって，シ

カトされたって不服はねえ」(HT, 2: 
4) と言うが，それは彼が貧乏ゆえ
に酒びたりの妻と離婚できず，彼女

が死んでレイチェルと一緒になるま

では，組合に加入せずに
0 0 0 0 0 0 0 0

働き続けな

ければならないからであろう．特定

の非組合員が組合員たちに爪弾きさ

れるのはもちろん階級的なイジメで

はない．しかし，このような泥沼状

態	 (muddle) にブラックプールを陥
らせた張本人は，労働者たちを「計

算の数字や機械」(2: 5) のようにし
か考えない工場主バウンダビーであ

る．それゆえ，これはやはりプロレ

タリアートに対するブルジョアジー

の階級的なイジメだと言わねばなら

ない．貧者を救うために訪れた紳士

たちの寄付の依頼に目もくれないス

クルージのように，バウンダビーは

貧乏なブラックプールが離婚の相談

を持ちかけても横を向いてしまう．

バウンダビーは，個人の自由な利益

追求活動に対する干渉を排除する

自
レ ッ セ・ フ ェ ー ル

由放任主義の信奉者であるだけで

なく，その主義を悪用して労働者た

ちの貧困や苦悩に対する放置までも

正当化しているように思える．労働

者たちの貧苦に対する資本家の無視

という階級的なイジメの問題を解決

するためにディケンズが唱道したの

は，近代的な階級制度の中でとかく

忘れられがちな父
パ タ ー ナ リ ズ ム

親的温情主義，カ

ザミアンの言葉を借りれば「キリス

ト教的干渉主義	 (Christian interven-

tionism)」3 
である．ここで確実に言え

るのは，いかなる階級のイジメであ

れ，強者の側に〈想像力〉が枯渇し

ているかぎり，社会的弱者の悲惨な

状況に介入することも，その心中を

理解することもできず，問題は永久

に解決されないということだ．ディ

ケンズは抑圧の移譲がはびこる社会

で芸術や娯楽の価値を訴え続けたが，

その理由は想像力に内在する無限の

可能性にあったのである．
4

２　なぐるか，ひるむか

日本の古きよき時代における学校

での生徒のイジメは，先生の権威が

絶大だったこともあってか，その陰

湿さや執拗さは今ほどではなく，な

んとか我慢できたような気がする．

同じ高温でも多湿の東アジアよりは

乾燥したアメリカ西海岸の方が我慢

しやすいのと同じ論理であろうか．

カラッとした許容範囲のイジメであ

れば，ほほえましく思える情景がデ

ィケンズ文学の中にも幾つか見られ
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る．例えば，無商旅人は学校時代に

実家から祝いの詰め籠が送られてく

る自分の誕生日の数日前に，「目覚め

た良心をなだめる正義の行為として，

懲罰のために証人の前で瘤
こぶ

を作って

もらいたいと言ったイジメっ子のグ

ロブソン」(UT, 20) の気高い行為を
懐かしく思い出している．『クリスマ

ス・ストーリーズ』の「学校生徒の

物語」では，チーズマン爺さん
0 0 0

と呼

ばれる生徒が副教員になったせいで

裏切り者としてイジメに遭うが，そ

のために彼が遺産を相続して姿を消

した時も自殺の噂が流れる．しかし，

チーズマン先生
0 0

は遺産相続後も学校

と良好な関係を持ち続け，過去のイ

ジメを水に流して生徒たちに大盤ぶ

るまいをしてくれる．

このような生徒同士のイジメは

ともかく，教師の生徒に対するイジ

メは（特に，その教師が無知蒙昧な

独裁者の場合は），ディケンズの微

笑が憤怒の形相に変わる．スクウ

ィアーズの学校に付けられた名前	

(Dotheboys Hall) 以上に，教師の生徒
に対する暴力的なイジメを鮮明にイ

メージさせるものはない．田辺洋子

氏の訳によれば「ショーネンジゴク

学院」
5 
だが，スクウィアーズが手当

たり次第に生徒を鞭打
0 0

している	 (NN, 
8) ので，「聖トベンダ学園」という
訳でもよいだろう．一方，「制御でき

ない欲望を満たすにも似た少年に対

する鞭打ち」(DC, 7) に快楽を見出す
セイレム・ハウス－こちらは魔女狩

0

り
0

を連想させるので「聖トガリ学院」

－のクリークル校長の嗜虐的性向

は，その声が部下のタンゲイを拡声

器として使わねばならないほど小さ

いので，むしろ大声のスクウィアー

ズの場合よりも無気味で恐ろしい．

スクウィアーズにとってイジメの

道具である鞭は「力，優越，勝利」
6 

の象徴である．また，鞭はファリッ

ク・シンボルであるから，ニコラス

がスクウィアーズを打ちのめすため

に鞭を奪い取ったこと（挿絵参照）

は，後者が去勢されて臆病者になる

（正確には，臆病者に戻る）ことを意

味する．「頑丈で，太い手」のガージ

ャリー夫人がピップを「手塩にかけ

て」育てるために使う「くすぐり棒	

(Tickler)」(GE, 2) もまた，先っぽを
蝋で固めた懲罰用の鞭である．ドメ

スティック・ヴァイオレンスが男女

逆転の形で横行する村の鍛冶屋では，

ガージャリー夫人の鞭はもちろん夫

のジョーを去勢して奪い取った〈男

根〉の象徴だ．一方，リテラシーが

欠如した無知なジョーにとって，彼

が話をする時に握る暖炉の「火かき

棒」(12) は，音声に意味を与えるロ
ゴスだと言えよう．しかし，彼に反

抗の兆候が少しでも見えると，たち

まちガージャリー夫人は彼に飛びか

かり，火かき棒を奪い取って隠して

しまう．この棒が何のシンボルかは

瞭然として明らかだ．このような彼

女のイジメはクリークル校長と同じ

加虐性愛の要素に満ちている．彼女

がオーリックの暴行後に彼に対して

従順な態度を見せたことについては，

サディズムとマゾヒズムは表裏一体

をなすという意見がある．
7
	しかし，

彼女の仕草には「厳しい先生に対す

る子供の態度に浸透しているような，

卑下して相手の機嫌を取るような態

度」(16) が見られたと語り手ピップ
は述べている．そうであれば，エス

テラとドラムルの結婚生活に関する

弁護士ジャガーズの意見に従い，す

べての人間関係は「なぐるか，ひる

むか	 (either beats or cringes)」(48) と
考えるべきだろう．

弁護士について言えば，ピクウィ

ック対バーデルの結婚不履行事件を

担当したドッドソンとフォッグをは

じめ，ディケンズが描く一連の弁護

士には，活殺自在の権を握っている

依頼人たちを恫喝し，金を巻き上げ

る (PP, 20) という共通点がある．刑
事専門のジャガーズは「ウェミック

に金を返させるぞ」(GE, 20) と言っ

て依頼人たちを威嚇している（挿絵

参照）が，彼のイジメの対象は人間

だけではない．昼食にサンドイッチ

を食べる時も，それは「サンドイッ

チそのものに対するイジメ」のよう

にピップには見える．『大いなる遺産』

は「手」のイメージが支配的な小説

であるが，イジメの問題も同じイメ

ージによって提示される．持ち前の

演技力によって村の居酒屋を支配し

ていたウォプスルを「弱い者イジメ

のような反対尋問形式で」(18) 顔色
なからしめる時も，「弱い者イジメを

するような，うさん臭そうな態度で」

ピップの徒弟契約をジョーから解除

してやる時も，ジャガーズは人差し

指を相手に投げかける．殺人を犯し

た家政婦モリーの強靭な手首を押さ

えつけるジャガーズの人差し指	 (26) 
は，相手に対する支配力の象徴であ

る．そのようなジャガーズも，権力

と金力に屈服しないジョーから「お

前さんがオレを牛か熊みてえにイジ

メに来たんじゃったら，かかって来

やがれ！」(18) と威喝されて，尻込
みしてしまう．「なぐるか，ひるむか」
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というジャガーズの直截簡明な人間

観が説得力を持っているのは，この

ように彼自身が自分の行動で実証し

ているからである．

慈善学校に通ったクレイポールに

とって，救貧院育ちのオリヴァーの

髪を引っ張ったり，耳をつねったり

するイジメは，空腹のせいで立腹し

ている時の腹いせとなる無邪気な遊

びにすぎない．そうした肉体的なイ

ジメは教区吏のバンブルに鍛えられ

たオリヴァーには我慢の許容範囲だ

が，母親の悪口という精神的なイジ

メは彼の堪忍袋の緒を切ってしまう．

オリヴァーがクレイポールを床の上

に殴り倒し，「今や彼の足元に這いつ

くばった臆病な弱い者イジメ」(OT, 
6) を見下ろしている姿から言えるの
は，彼は決して蒲柳の質に生まれた

わけでなく，実は心身ともに強健な

少年だということだ．確かにオリヴ

ァーは主人公としてデイヴィッドや

ピップのような奥行きの深さに欠け

るが，それは彼がイジメ，暴力，犯

罪にあふれた小説で悪の諸相を際立

たせる〈触媒〉の役割しか与えられ

ていないからではなかろうか．「なぐ

るか，ひるむか」の人間関係は，オ

リヴァーとクレイポールの例で明ら

かなように，ディケンズの勧善懲悪

の思想に従って反転することが多い．

彼の信念によれば，弱い者イジメと

は自分の臆病さを隠蔽するために虚

勢を張って相手を脅すことなのであ

る．

３　臆病者の弱い者イジメ

ディケンズの作品における弱い者

イジメの横綱として真っ先に思い浮

かぶのはバンブルであろう．だが，

その露払いとして『ボズのスケッチ

集』には「気むずかしく，獣のようで，

怒りっぽい，目下の者に威張り散ら

し，目上の者にへいこらする小粒な

暴君の立派な見本」(SB, “Our Parish” 
1) として，一人の救貧院長が登場す
る．この露払いが「教区吏の威光と

権威に嫉妬している」点から判断す

ると，教区吏のバンブルが救貧院の

婦長だったコーニー夫人と結婚して

救貧院長になったということは，地

位の格下げを意味する．従って，結

婚後のバンブルが救貧院の連中の前

で女房に打
ちょうちゃく

擲されて面目を失い，

「堂々たる教区吏の高みから完全に尻

に敷かれた恐妻亭主のどん底へ転落

してしまった」(OT, 36) のも，当然
の報いだと言わねばなるまい．

バンブルの場合，その役職の権威

を高めているのは彼自身の威張り散

らし（すなわち脅し）で，これがデ

ィケンズの作品で数多く描かれる弱

い者イジメの最大の特徴となってい

る．しかし，ほとんどの弱い者イジ

メには，“A bully is always a coward.”	
という英語の諺が当てはまる．こ

れはエッジワースの『オーモンド』

(1817) の第 24章でマクルール夫人に
ついて最初に言及された諺だが，デ

ィケンズがバンブルについて「彼は

弱い者イジメが大好きで，ちょっと

した残虐行為をして途方もなく楽し

んでいたので，（言うまでもなく）臆

病者だった」(OT, 36) と書いたこと
で，人口に膾炙するようになったの

ではあるまいか．

ディケンズの作品における多くの

イジメの実例から帰納して言えば，

弱い者イジメをする目的は個人的な

利益（特に金もうけ）であり，その

際に一番必要となるのは威張り散ら

すための大声
0 0

である．ニューヨーク

港に上陸したマーティンが，ダイヴ

ァー大佐に紹介されたポーキンズ少

佐の下宿屋で確信したことは，金も

うけ第一主義のアメリカ人にとって，

「もっとも大きな声で怒鳴り立て，も

っとも礼儀を顧慮しない人物が最高

の愛国者」であり，「直接的な個人攻

撃で怒鳴りつけ，威張り散らし，相

手を脅すのが愛国的行為だ」(MC, 16) 
という点であった．しかし，アメリ

カ人の多くがイギリス人と同じ－恫

喝するように大きな声で自分の意見

を一方的にしゃべり，相手に話をさ

せない－アングロ・サクソン人の末

裔であることを考えれば，マーティ

ン青年のアメリカ人に対する蔑視的

な印象（ということはディケンズの

印象）は，目糞が鼻糞を笑う類と言

わざるを得ない．

ディケンズは「昔の無知と貧困を

いつも吹聴している」バウンダビー

を「卑下自慢の威張り屋	(the Bully of 

humility)」(HT, 1: 4) として嘲罵して
いる．同じように卑下を自己防衛の

戦略として使うヒープの小声とは違

い，バウンダビーの過去の虚構を支

えているのは，その「真鍮製のメガ

ホンのような大声」である．実際に，

奥様の浮気で青菜に塩のバウンダビ

ーは，同情的なスパーシット夫人に

元気を出してと言われ，雷のごとき

蛮声で「従業員の雑魚どもを怒鳴り」

(2: 11) つけ，元気なところを見せ付
けている．バウンダビーが現在の地

位を輝かせるために自分の卑しさを

大声で吹聴するのに対し，ヒープは

将来の地位を確実にすべく自分の卑

しさを小声で相手に告げる．共通す

るのは，どちらの場合も「卑下も自

慢のうち」という点だ．「慇懃で謙虚

だが，とても狡猾で，こそこそした」

(BR, 35) 態度のガッシュフォードが
ゴードン卿の信頼を得ながら彼を食

い物にしたように，ヒープもまた同

じ卑下の戦略でウィックフィールド

を丸め込む．ウィックフィールドと

その娘に対するヒープのイジメの特

質は，声高なバウンダビーには見ら

れない陰湿さ
0 0 0

にある．ヒープは最後

にミコーバーによって犯罪を暴かれ，

悔し紛れに「この弱い者イジメが！」

(DC, 52) と罵倒するが，彼の陰湿な
イジメが朗々とした声の主によって

ピリオドを打たれた（挿絵参照）と

ころに，ディケンズの鮮やかな手並

みを感じずにはおれない．

ボールドウィッグ大尉は，狩猟パ
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ーティーで冷たいパンチを飲みすぎ

たピクウィック氏が自分の地所で眠

り込んでいるのを見て，「あんな奴に

威張らせてたまるか！」(PP, 19) と
叫び，彼を手押し車で獣の囲い場に

運ばせて恥をかかせている．彼のよ

うに威張り散らす人間は自分が同じ

ことをされるのを極端に嫌うようだ．

ブランウンロー氏の反論を威嚇と思

い，「治安判事を脅すとは何て生意気

な！」(OT, 11) と怒ったファング判事
殿の場合も同断である．無商旅人は

街にあふれる無法者について「弱い

者イジメの背後に臆病者が潜んでい

る」(UT, 30) と述べ，悪漢を野放し
にしている治安判事を批判している．

無商旅人の視点から見れば，街の無

法者と大差ないアル中のファング判

事殿も酒で臆病神
0 0 0

を追い払っている

としか思えない．なぜ，彼らは他人

に威張り散らされることに対して，

かくも敏感なのか．おそらく，食う

か食われるかの弱肉強食・適者生存・

自然淘汰の動物社会のように，人間

社会もまた優勝劣敗の原理によって

弱者が強者の餌食となる社会だとい

うことを本能的に悟っているのだろ

う．これはもちろん社会ダーウィニ

ズム的な世界観に対するディケンズ

の諷刺である．しかし，人間は動物

であると同時に社会的な存在である

から，人間社会も弱肉強食型から共

生型へ転換すべきだというヒューマ

ニズムの精神は，勝組と負組とを分

ける考えが依然として優勢な現代社

会を見るに，ヴィクトリア朝当時か

らほとんど進化していない－どころ

か，むしろ退化している感がある．

セルフメイド・マンを諧謔化した

名前を持つ「頑張り屋」ならぬ「威

張り屋」のストライヴァーは，いつ

も「怒鳴って高飛車に出る」(TTC, 
2: 5) 男である．彼が法廷弁護士とし
て前列

0 0

に出て成功しているのは，同

僚として実質的な仕事を引き受けて

後列
0 0

で彼を支えるカートンの存在が

あるからだ．カートン	 (Carton) には
「標的の白星」という意味がある．そ

れは標的の中心点である黒星	 (bull’s 
eye) を囲む白星であり，ストライヴ
ァーを守ってやる彼の立場を適切に

示すネーミングだと言える．ストラ

イヴァーは，民衆のために財産も地

位も捨ててしまったのに革命の先頭

に立とうとしないダーネイの臆病さ

について，指をパチンと鳴らしなが

ら非難している．しかし，彼のよう

な張子の虎は（カートンが「山犬」

であれば，むしろ眠った
0 0 0

「獅子」と

呼ぶべきか），自分自身の臆病さを意

識に受け入れることができないので，

それを意識下に抑圧し，他者である

ダーネイに投影して非難するしかな

いのだ．虎の威を借りたキツネのよ

うな臆病者による弱い者イジメには，

不快や苦痛を伴う認識を投影の形で

処理しようとする，いわゆる〈自我

の防衛機制〉が働いているのである．

ブリンバー博士の寄宿学校におけ

る早期詰め込み教育と同じイジメを

自宅で
0 0 0

受けているグラッドグライン

ド家の子供たちが，“that famous cow 
with the crumpled horn who tossed the 
dog who worried the cat who killed the 
rat who ate the malt” (HT, 1: 3) という
イジメの報いを歌った童謡，「ジャッ

クの建てた家」を知らないのは皮肉

である．「牛が角で犬を投げ上げる」

と言えば，囲いの中で雄牛に猛犬を

けしかけて噛みつかせる残酷な見世

物としての牛イジメ（挿絵参照）が

思い浮かぶ．牛イジメ	(bullbaiting) は
中世時代に貴賎上下の別なく流行し，

ヘンリー八世の頃に始まった熊イジ

メ	 (bearbaiting) とともに，残虐さゆ
えにピューリタンたちの反対を何度

か受けたが，結局は 1835年の「動物
虐待法案	 (Cruelty to Animals Act)」ま
で人気を博していた．ちなみに，サ

イクスが虐待している犬の名前，ブ

ルザイ	 (Bull’s-eye) は上で述べたよう
に黒色の「標的の中心点」という意

味であるが，もともとは牛イジメで

客が「雄牛の目」にお金－通例は，

この動物の目とほぼ同じ大きさの 1
クラウン銀貨－を賭けたことに由来

している．
8

牛イジメや熊イジメに使われる猛

犬よりも恐ろしいのがクウィルプで

ある．彼は猛犬そのものへのイジメ

を楽しんでいる（挿絵参照）．この小

さな男は短い鎖につながれた大きな

猛犬に対し，「俺様に噛みつかねえの

か？ずたずたに引き裂かねえのか？

この臆病者め！（中略）貴様は怖が

ってるんだ，この威張り屋め！怖い

んだ，それが分かってるんだ，貴様

は！」(OCS, 21) と笑いながら
0 0 0 0 0

叫んで

いる．笑っている時のクウィルプは

「あえいでいる犬」(3) にたとえられ
ているが，ここでは彼の臆病な性格

についての暗示を読み取る必要があ

る．
9
	どんなに短くても，鎖のおかげ

でクウィルプと猛犬との間には距離
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という安全網が設けられる．しかし，

この鎖が切れた瞬間に，猛犬を臆病

者と呼んだクウィルプ自身が臆病者

に反転することは，どんな読者でも

容易に想像できるはずである．

娯楽としての牛イジメや熊イジメ

は，観客が自分の臆病さを意識せず

に済むように，自己と猛犬を同一視

して楽しむ集団的な
0 0 0 0

イジメである．

ここで問題となるのは，集団的なイ

ジメの対象が猛獣ではなく，人間（特

に，いたいけな子供）の場合だ．集

団でオリヴァーを追跡する際の「泥

棒！ (Stop thief!)」という叫びには魔
法にも似た力がある．この声を聞い

た街中の商売人は商売道具を，子供

はオモチャを放り出し，「みんな疾走

しながら喚き，絶叫し，角を曲がる

時には通行人を突き倒し，犬を吠え

立たせ，鶏を驚かせ，その音を街路

に，広場に，路地に響き渡らせる」（挿

絵参照）．ディケンズは「人間の心の

奥底には何かを追いかけたいという

激しい感情が根づいている」(OT, 10) 
と言い，狩猟民族の流れを汲むアン

グロ・サクソン人の特質を道破して

いる．群集によるオリヴァーの追跡

と「泥棒！」という叫びは，害獣退

治や野外スポーツという美名で正当

化されるキツネ狩りと「出たぞー！

(View-halloo!)」という叫びを読者に
想起させるはずだ．ここでは，キツ

ネ狩りという紳士階級の集団による

弱い者イジメが，その舞台を労働者

階級へ移すことで，同じような本能

的衝動に後押しされ，「泥棒！」とい

う追跡の快楽を伴うサディスティッ

クな娯楽へと変換されているのであ

る．

４　恐喝と脅迫

イジメが相手の公表できない秘密

や弱みを握って脅迫するところまで

進むと，それは法的に処罰される恐

喝	 (blackmail) となる．ゴミの山をつ
ついて老ハーモンの遺書を見つけた

ウェッグはボフィンを恐喝するが，

「弱い者イジメをする弁護士」(OMF, 
4: 3) のような彼の恐喝は臆病さに支
えられた虚勢にすぎない．実際，ウ

ェッグはヴィーナスの寝返りによっ

て形勢が不利になると，途端に「脅

すような態度に尻込みするような態

度が見え始める」(4: 14)．従って，雇
ってもらった恩を忘れ，主人の目を

かすめて悪事を働いたドブネズミ
0 0 0 0 0

が，

法律に照らして投獄される代わりに，

汚い「ゴミ集めの馬車	 (scanvenger’s 
cart)」に投げ込まれたことは，この
臆病な弱い者イジメにふさわしい処

罰だと言えよう．

厳格な父から堅苦しい教育を受け

たクレナム夫人は自己の抑圧を美徳

として強調しているが，実際には父

の抑圧を移譲してアーサーにカルヴ

ィニズムの情け容赦ない教育を授け

たように，その美徳は偽善的な彼女

が自己正当化のために行なった悪徳

の言い換えに他ならない．10	フラン

スの悪党リゴーはクレナム夫人の偽

善と悪徳を見抜いており，彼女の遺

言補足書に関する秘密を握って彼女

を恐喝する．似非紳士のリゴーは，

女性に慇懃なふりをしながら，実は

恐喝というイジメを通して女性への

支配力の行使を楽しむ男である．そ

んなリゴーをアーサーは「弱い者イ

ジメの臆病者」 (LD, 2:28) と呼び捨て
ているが，臆病な父から引っ込み思

案な性格を受け継いだ彼が，今まさ

に窮地に陥っている義理の母を恐喝

から救うことができない，その腑甲

斐なさの方がむしろ問題であるよう

に思える．リゴーの恐喝はクレナム

夫人の家の崩壊によって中途半端な

ままで終止符を打たれるが，これは

むしろアーサーの（特に女性に関す

る問題で顕著になる）消極的な姿勢

を目立たせるだけである．

デドロック家の顧問弁護士タルキ

ングホーンの住所が，ディケンズの

盟友で法廷弁護士の資格もあったフ

ォースターと同じリンカーンズ・イ

ン・フィールズ（58番地）であった
ことは，つとに知られている．ディ

ケンズがフォースターの様々な助言

に感謝していたことは事実だが，余

計な助言にむかついたことは何度も

あったはずだ．フォースターはディ

ケンズの妻とも仲がよかった．その

親密さが原因で二人の間には相当な

口論があったし，マクリーディなど

は二人の友情が壊れるのではないか

と恐れたほどである．
11
	 自己満足と

尊大さを代名詞とするポドスナップ

は，彼と同じ名前を持つフォースタ

ーがモデルだと言われているが，山

崎勉氏が指摘したように，
12
	 タルキ

ングホーンもまたディケンズのフォ

ースターに対するイジメのために創

造された人物として捉えることがで

きる．タルキングホーンは『荒涼

館』の校正段階でトーキングホーン	

(Talkinghorn) に間違えられたが，こ
の弁護士にディケンズは「口うるさ

い拡声器」のような（または，それ

に類した否定的な）イメージを持た

せ，心の中でフォースターに意趣返

しをしていたに相違ない．しかしな

がら，タルキングホーンは「職業上

の相談を受けた時以外は決して話を

しない」(BH, 2) 沈黙の
0 0 0

弁護士であ

る．彼がレディー・デドロックの秘

密を突き止めてから開始する謎めい

た脅迫は，多弁で能なしのウェッグ

や饒舌を弄するリゴーと違って寡黙

を特徴としているので，そこには底

知れない薄気味悪さがある．タルキ

ングホーンの脅迫理由については甲

論乙駁しているが，デドロック家の



Fellowship’s Miscellany1�0 Fellowship’s Miscellany  1�1 

家名を汚さないという動機は別にし

て，第一にリゴーやジャガーズへと

つながる支配欲，第二にジャスパー

へとつながる追跡の快楽が，有力な

動機として考えられる．ただし，タ

ルキングホーンは勘定高さが原因で

オルタンスに殺害され，その恐喝も

リゴーの場合のように未遂で終わっ

てしまう．タルキングホーンが早々

に自業自得の罰を受けたために，脅

迫の真の動機は特定できなくなって

しまった．だが，この特定不可能性は，

読者の説得力ある多様な創造的解釈

を誘発するかぎり，むしろ歓迎すべ

きことなのかも知れない．

目による催
メスメリズム

眠術と囁き声とでロー

ザを呪縛したジャスパーは，邪悪な

脅迫の表情を浮かべて狂気じみた愛

を告白する際に，「私はあなたを死ぬ

まで追跡する」(MED, 19) と最後に言
っている（挿絵参照）．この脅迫を伴

うセクハラ発言は，恐怖におびえる

少女ネルに執念深く付きまとうクウ

ィルプのように，追跡によって加虐

的な興奮を高めたいというジャスパ

ーの邪悪な欲望の発露に他ならない．

しかし，この欲望は現実世界のこと

であり，幻想の世界では逆の傾向を

呈示する．ローザの愛を求めていな
0 0

い
0

ジャスパーにとって，愛とは被虐

的な依存の合理化にすぎない．彼は

彼女の面影を腕に抱いて幻想の世界

に突入し，絞殺強盗団が死と破壊の

女神	 (Kali) を崇拝するように，ロー
ザなる神に隷属することで激しい興

奮を伴う被虐性の快楽を享受してい

るのだ．エドウィンと一緒に散歩す

るローザをジャスパーがストーカー

よろしく密かに追跡した	 (13) あと，
即座にロンドンへ阿片吸飲に行った

理由は，まさにそこにあるのだ．

＊　＊　＊　＊　＊

適者生存と自然淘汰こそ進歩であ

り，弱肉強食こそ自然の摂理である

という考えは，ヴィクトリア朝の繁

栄を支えた中産階級の指導原理であ

った．ラマルクやダーウィンの進化

論によってキリスト教が弱体化して

いた社会の中で，ディケンズは権力

と金力に執着する強者による弱い者

イジメを様々な作品で執拗に描いて

いる．その主たる目的が何であるか

を解く鍵は，秘書ロークスミスを解

雇する際に，ボフィンが彼の身分の

低さと貧しさを理由にイジメのふり

をする場面	 (OMF, 3: 15) にある．そ
れは，ボフィンが弱い者イジメを演

じることでベラの同情心を呼び起こ

し，金よりは愛に価値を置くべきこ

とを彼女に悟らせる場面（挿絵参照）

である．ディケンズは社会に蔓延す

る弱い者イジメを活写することによ

って，強者の非人間的な悪行を指弾

すると同時に，読者の涙（特に満都

の子女の紅涙）を絞ることで，ベラ

と同じような反応を求めていたはず

である．どのディケンズの作品にお

いても，弱い者イジメをした強者は

最後に多かれ少なかれ因果応報の罰

を受ける．勧善懲悪のエンディング

に拘泥するディケンズは批判される

ことも多いが，そのような批判は差

し控えるべきではなかろうか．強者

が環境の激変によって常に滅びてき

たこと，そして抑圧に慣れている弱

者が激変した環境の中でもたくまし

く生き抜いてきたことは，過去の歴

史が証明しているからである．	
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第 101 回ディケンズ･フェロウシップ国際大会
The 101st International Dickens Fellowship Conference in Philadelphia

 (19–24 July 2007)

西條 隆雄
Report by Takao saijo 

2007年の国際大会は，支部創設	
(1907) 100年を記念してフィラデルフ
ィアで開催された．会場はペンシル

ヴァニア大学，140名（内フィラデ
ルフィア支部会員 33名）が集い，盛
りだくさんの講演，朗読，演劇，ツ

アーを楽しんだ．フィラデルフィア

はディケンズが好感を抱いて訪れた

都市で，『アメリカ紀行』や朗読旅行

に好意的な印象を残している．また，

エルウェル（Frank Elwell）作の「デ
ィケンズとネル」の銅像（1893年の
シカゴ万博に出展された後ディケン

ズ家に寄贈されたが，銅像や墓を作

ってはならないとのディケンズの遺

言に反するとして返送された）がク

ラーク公園に建っていて，支部の大

きな誇りとなっている．

今大会には，5月に上梓したばか
りの『ディケンズ鑑賞大事典』を

携えてゆき，期間中，今年の ‘new 
book’	 として英語版目次をそえて会
場のヒューストン館で展示していた

だいた．函の装丁美とディケンズの

全体像を求めるアプローチは好評を

博したが，さまざまな方から「英語

版は何時出るのか」との質問が相次

いだ．‘buyers’ market’	 の形成次第だ
と答えるほかなかったのは残念だが，

諸般の事情でこれは止むを得ない．
ディケンズとネルの銅像




